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大丸有地区では、2020 年 7 月から環境データを活用した快適な外歩きを提案する
「TOKYO OASIS」の社会実験として、ビルや樹木の日陰を考慮した涼しいルートの検
索や快適に過ごせる場所の情報提供を行ってきた。並行して実施した利用者アンケート
の分析等の結果・検討を踏まえ、本年 7月から新たに（1）座れる場所、（2）樹木情報、
（3）30 分先までの降雨予測、（4）3 種類のルート検索（日なた／日陰／最短）の機能
を追加し、第２弾社会実験を開始している。 
本稿では、これまでの取り組みからスマートシティにおけるデータプラットフォーム

に不可欠な要素として浮かびあがった（1）柔軟で強力な AP、（2）データ収集、変換、
可視化、（3）フィードバック、（4）セレンディピティを想定したデータプラットフォー
ムの強化について報告するとともに、本サービスの今後の展開にあたる４つの考え方「3D
化」「インドア対応」「他アプリケーション連携強化」「オープン化」を紹介する。 

 


